
(57)【要約】

【課題】　延伸ブロー成形により肩カバーと内容器を一

体成形し、該内容器と外容器との二つのパーツで構成で

きるようにした複合容器を提供すること。

【解決手段】　外容器と、肩カバーが一体形成された内

容器とからなる複合容器であって、外容器は、上端に取

付筒を設けた胴周壁を具備しており、内容器は、口筒部

と、口筒部に連設された肩カバーとを具備しており、肩

カバーは、口筒部下端に突設されたフランジと、該フラ

ンジの周縁から垂設された係合筒とから構成されている

ことを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 容 器 と 、 肩 カ バ ー が 一 体 形 成 さ れ た 内 容 器 と か ら な る 複 合 容 器 で あ っ て 、
　 外 容 器 は 、 上 端 に 取 付 筒 を 設 け た 胴 周 壁 を 具 備 し て お り 、
　 内 容 器 は 、 口 筒 部 と 、 口 筒 部 に 連 設 さ れ た 肩 カ バ ー と を 具 備 し て お り 、
　 肩 カ バ ー は 、 口 筒 部 下 端 に 突 設 さ れ た フ ラ ン ジ と 、 該 フ ラ ン ジ の 周 縁 か ら 垂 設 さ れ た 係
合 筒 と か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 複 合 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 内 容 器 が 、 口 筒 部 と と も に 、 肩 部 を 具 備 し て お り 、
　 口 筒 部 に は 、 し ご き 中 栓 が 挿 入 さ れ 、 肩 部 下 面 に し ご き 中 栓 の 係 止 部 が 係 止 さ れ る よ う
に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 複 合 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 内 容 器 が 、 薄 肉 の 胴 部 と 、 底 部 を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 複 合 容
器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 外 容 器 と 内 容 器 と か ら な る 複 合 容 器 、 と く に 内 容 器 に 肩 カ バ ー が 一 体 成 形 さ
れ た 複 合 容 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 容 物 を 収 納 す る 内 容 器 を 外 容 器 内 に 収 納 し 、 外 容 器 に 肩 カ バ ー を 被 嵌 し た 複 合 容 器 は
、 従 来 よ り 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ 記 載 の 容 器 は 、 容 器 本 体 （ ２ ） と 、 該 容 器 本 体 （ ２ ） 内 部 に 着 脱 自 在 に
収 納 さ れ る リ フ ィ ー ル 容 器 （ ３ ） 、 該 容 器 本 体 （ ２ ） の 開 口 部 （ ２ ａ ） に 装 着 さ れ 、 リ フ
ィ ー ル 容 器 （ ３ ） の 容 器 本 体 （ ２ ） 内 か ら 抜 出 を 阻 止 す る プ ロ テ ク タ ー （ １ ） と の 三 つ の
パ ー ツ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ３ ０ ３ ５ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 容 器 は 、 外 容 器 （ 容 器 本 体 ） と 内 容 器 （ リ フ ィ ー ル 容 器 ） 、
お よ び 肩 カ バ ー （ プ ロ テ ク タ ー ） と の 三 つ の パ ー ツ で 構 成 さ れ て い る た め 、 金 型 数 、 成 形
、 組 立 て の 面 で 生 産 コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る こ と を 課 題 と し 、 延 伸 ブ ロ ー 成 形 に よ り 肩 カ バ ー と 内 容
器 を 一 体 成 形 し 、 該 内 容 器 と 外 容 器 と の 二 つ の パ ー ツ で 構 成 で き る よ う に し た 複 合 容 器 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 複 合 容 器 と し て 、 外 容 器 と 、 肩 カ バ ー が 一 体 形
成 さ れ た 内 容 器 と か ら な る 複 合 容 器 で あ っ て 、 外 容 器 は 、 上 端 に 取 付 筒 を 設 け た 胴 周 壁 を
具 備 し て お り 、 内 容 器 は 、 口 筒 部 と 、 口 筒 部 に 連 設 さ れ た 肩 カ バ ー と を 具 備 し て お り 、 肩
カ バ ー は 、 口 筒 部 下 端 に 突 設 さ れ た フ ラ ン ジ と 、 該 フ ラ ン ジ の 周 縁 か ら 垂 設 さ れ た 係 合 筒
と か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 構 成 を 採 用 す る 。 　  
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 複 合 容 器 の 別 実 施 例 と し て 、 内 容 器 が 、 口 筒 部 と と も に 、 肩 部 を 具 備 し て お り 、 口 筒 部
に は 、 し ご き 中 栓 が 挿 入 さ れ 、 肩 部 下 面 に し ご き 中 栓 の 係 止 部 が 係 止 さ れ る よ う に し た こ
と を 特 徴 と す る 構 成 を 採 用 し 、 ま た 、 内 容 器 が 、 薄 肉 の 胴 部 と 、 底 部 を 具 備 し て い る こ と
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を 特 徴 と す る 構 成 を 採 用 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 内 容 器 の 口 筒 部 に 肩 カ バ ー を 連 設 し 、 肩 カ バ ー の 係 合 筒 を 外 容 器 の 取 付 筒 に 取 着 す る よ
う に し た か ら 、 内 容 器 の 肩 部 を 保 護 す る こ と が で き る よ う に な っ た 。
　 そ の こ と に よ っ て 、 肩 カ バ ー と 内 容 器 を 一 体 成 形 す る こ と が で き 、 三 つ の パ ー ツ を 二 つ
の パ ー ツ に 減 ら す こ と に よ っ て 、 生 産 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 複 合 容 器 の 実 施 形 態 に つ い て 、 実 施 例 を あ げ て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に お い て 、 Ａ は 外 容 器 、 Ｂ は 内 容 器 、 Ｃ は キ ャ ッ プ で あ り 、 合 成 樹 脂 を 素 材 と し て
成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 外 容 器 Ａ は 、 射 出 成 形 に よ り 成 形 さ れ て お り 、 胴 周 壁 １ と 底 部 ２ と か ら な っ て い る 。
　 胴 周 壁 １ の 上 方 に は 、 外 周 に 段 部 ３ が 設 け ら れ 、 縮 径 さ れ た 取 付 筒 ４ が 形 成 さ れ て お り
、 取 付 筒 ４ の 外 周 に は 、 係 合 突 条 ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 内 容 器 Ｂ は 、 延 伸 ブ ロ ー 成 形 に よ り 成 形 さ れ て お り 、 口 筒 部 １ ０ と 、 口 筒 部 １ ０ に 連 設
さ れ た 肩 カ バ ー １ １ 、 肩 部 １ ２ と 胴 部 １ ３ お よ び 底 部 １ ４ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 口 筒 部 １ ０ の 外 周 に は 、 キ ャ ッ プ Ｃ を 螺 着 す る ね じ １ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 肩 カ バ ー １ １ は 、 口 筒 部 １ ０ 下 端 か ら 連 設 さ れ る フ ラ ン ジ １ ６ と 、 フ ラ ン ジ １ ６ 外 周 縁
か ら 垂 設 さ れ 、 内 周 が 外 容 器 Ａ の 取 付 筒 ４ 外 周 に 係 合 す る 係 合 筒 １ ７ と か ら な っ て お り 、
係 合 筒 １ ７ の 内 周 に は 、 取 付 筒 ４ の 係 合 突 条 ５ と 係 合 す る 係 合 凹 部 １ ８ が 、 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 キ ャ ッ プ Ｃ は 、 頂 壁 ２ ０ と 、 頂 壁 ２ ０ の 周 縁 か ら 垂 設 さ れ 、 内 容 器 Ｂ の 口 筒 部 １ ０ の ね
じ １ ５ と 螺 合 す る ね じ ２ １ が 設 け ら れ た 側 周 壁 ２ ２ と か ら な り 、 内 容 器 Ｂ の 口 筒 部 １ ０ に
螺 着 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 複 合 容 器 の 使 用 態 様 と 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 複 合 容 器 の 組 立 て に あ た っ て は 、 内 容 物 を 充 填 し 、 閉 蓋 し た 内 容 器 Ｂ を 、 外 容 器 Ａ 内 に
挿 入 し 、 外 容 器 Ａ の 取 付 筒 ４ に 内 容 器 Ｂ の 肩 カ バ ー １ １ の 係 合 筒 １ ７ を 取 着 す る 。
　 そ の 際 、 外 容 器 Ａ の 取 付 筒 ４ の 係 合 突 条 ５ と 、 内 容 器 Ｂ の 肩 カ バ ー １ １ の 係 合 凹 部 １ ８
が 係 合 し て 、 外 容 器 Ａ と 内 容 器 Ｂ と が 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 内 容 物 を 使 用 す る 際 に は 、 キ ャ ッ プ Ｃ を 開 蓋 し て 、 外 容 器 Ａ を 持 っ て 傾 け る こ と に よ っ
て 内 容 物 を 注 出 す る こ と が で き る 。
　 注 出 を 終 わ っ て 、 容 器 を し ま う と き に は 、 キ ャ ッ プ Ｃ を 閉 蓋 し て お く 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 キ ャ ッ プ Ｃ の 開 閉 に あ た っ て 、 肩 カ バ ー １ １ の 係 合 筒 １ ７ が 、 外 容 器 Ａ の 取 付 筒 ４ に 接
合 し て い る の で 、 肩 カ バ ー １ １ を 外 容 器 Ａ に 押 圧 し て キ ャ ッ プ Ｃ を 廻 動 さ せ る こ と が で き
、 開 閉 が 容 易 に で き る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 内 容 器 Ｂ 内 の 内 容 物 を 使 い 切 っ た 際 に は 、 外 容 器 Ａ の 取 付 筒 ４ と 内 容 器 Ｂ の 肩 カ バ ー １
１ と の 係 合 を 外 し て 内 容 器 Ｂ を 取 り 外 し 、 内 容 物 を 充 填 し た 新 し い 内 容 器 Ｂ を 外 容 器 Ａ に
取 着 す る こ と に よ り 、 内 容 器 Ｂ を 詰 め 替 え 容 器 と し て 詰 め 替 え て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 ま た 、 内 容 器 Ｂ の 胴 部 １ ３ が 薄 肉 の 場 合 に は 、 始 め に 、 内 容 器 Ｂ を 外 容 器 Ａ に 装 着 し 、
内 容 物 を 充 填 し た 後 に キ ャ ッ プ Ｃ を 閉 蓋 す る 。
　 キ ャ ッ ピ ン グ に あ た っ て は 、 治 具 で 肩 カ バ ー １ １ を 外 容 器 Ａ に 押 圧 把 持 す る こ と に よ っ
て 、 高 い ト ル ク を か け る こ と が で き る の で 、 薄 肉 容 器 で あ っ て も キ ャ ッ ピ ン グ が 容 易 に で
き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 内 容 器 Ｂ の 口 筒 部 １ ０ に 、 ポ ン プ デ ィ ス ペ ン サ ー を 装 着 し 、 デ ィ ス ペ ン サ ー 容 器
と し て も 使 用 す る こ と も で き 、 内 容 器 Ｂ 胴 部 １ ３ を 可 撓 性 を 持 つ 薄 肉 に し た と き に は 、 内
容 物 の 減 少 に 伴 い 内 容 器 Ｂ の 胴 部 １ ３ だ け を 縮 小 さ せ 、 容 器 内 の 内 容 物 を 最 後 ま で 注 出 す
る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 例 の 複 合 容 器 は 、 外 容 器 内 に 内 容 器 を 装 着 で き れ ば よ い の で 、 容 器 自 体 の 形 状 は
、 円 形 の ほ か 、 楕 円 形 や 、 角 形 な ど の 容 器 と し て も 成 形 で き る 。
　 容 器 の 形 状 、 容 器 と し て の 使 用 態 様 は 、 上 記 実 施 例 に 示 し た も の に 限 定 さ れ な い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 前 記 実 施 例 の 容 器 を 、 例 え ば マ ス カ ラ 容 器 な ど に 使 用 す る た め に 、 内 容 器 の 口 筒
部 に し ご き 中 栓 を 取 着 し た 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ２ に お い て 、 Ａ ａ は 外 容 器 、 Ｂ ａ は 内 容 器 、 Ｄ は し ご き 中 栓 で あ り 、 外 容 器 Ａ ａ と 内
容 器 Ｂ ａ は 、 合 成 樹 脂 を 素 材 と し て 成 形 さ れ 、 し ご き 中 栓 Ｄ は 、 エ ラ ス ト マ ー 等 の 軟 材 質
を 素 材 と し て 成 形 さ れ て い る 。
　 内 容 物 を 付 着 さ せ る ブ ラ シ を 備 え た キ ャ ッ プ が 、 内 容 器 Ｂ ａ の 口 筒 部 １ ０ ａ に 取 着 さ れ
る （ 図 示 し な い ） 。 　 　 　  
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 外 容 器 Ａ ａ の 構 成 は 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ る の で 、 詳 し い 説 明 は 省 略 す る 。
　 内 容 器 Ｂ ａ は 、 延 伸 ブ ロ ー 成 形 に よ り 成 形 さ れ て お り 、 口 筒 部 １ ０ ａ と 肩 カ バ ー １ １ ａ
、 肩 部 １ ２ ａ と 胴 部 １ ３ ａ お よ び 底 部 １ ４ ａ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 口 筒 部 １ ０ ａ の 外 周 に は 、 ブ ラ シ を 備 え た キ ャ ッ プ を 螺 着 す る ね じ １ ５ ａ が 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 肩 カ バ ー １ １ ａ は 、 口 筒 部 １ ０ ａ 下 端 か ら 連 設 さ れ る フ ラ ン ジ １ ６ ａ と 、 フ ラ ン ジ １ ６
ａ 外 周 縁 か ら 垂 設 さ れ 、 内 周 が 外 容 器 Ａ ａ の 取 付 筒 ４ ａ 外 周 に 係 合 す る 係 止 凹 部 １ ８ ａ を
設 け た 係 合 筒 １ ７ ａ と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 し ご き 中 栓 Ｄ は 、 内 容 器 Ｂ ａ の 口 筒 部 １ ０ ａ の 上 端 と 係 合 す る フ ラ ン ジ ３ ０ と 、 口 筒 部
１ ０ ａ の 内 周 に 係 合 す る 筒 体 ３ １ と を 具 え て い る 。
　 筒 体 ３ １ は 、 そ の 中 間 部 か ら 内 方 に 突 出 し た ワ イ パ ー 部 ３ ２ が 設 け ら れ て お り 、 筒 体 ３
１ の 外 周 下 方 に は 、 内 容 器 Ｂ ａ の 肩 部 １ ２ ａ の 下 面 に 係 合 し 、 し ご き 中 栓 Ｄ の 上 昇 を 阻 止
す る 係 止 部 ３ ３ が 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 上 記 構 成 に よ る 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 内 容 物 の 使 用 形 態 は 、 従 来 の マ ス カ ラ 容 器 の 使 用 態 様 と 同 様 で あ り 、 キ ャ ッ プ に 備 え た
ブ ラ シ を 内 容 器 Ｂ ａ か ら 抜 き 出 す と き 、 し ご き 中 栓 Ｄ の ワ イ パ ー 部 ３ ２ に よ っ て ブ ラ シ へ
の マ ス カ ラ の 付 着 量 が 調 整 さ れ る 。
　 そ の 際 、 し ご き 中 栓 Ｄ の 係 止 部 ３ ３ が 、 内 容 器 Ｂ ａ の 肩 部 １ ２ ａ 下 面 に 係 合 し 、 し ご き
中 栓 Ｄ が 、 内 容 器 Ｂ ａ の 口 筒 部 １ ０ ａ よ り 抜 け 出 る こ と を 阻 止 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 実 施 例 で は 、 マ ス カ ラ 容 器 と し た が 、 マ ス カ ラ の 塗 布 具 ば か り で は な く 、 ブ ラ シ 等
を 使 用 す る 毛 染 剤 や 、 薬 液 な ど の 塗 布 具 と し て も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 次 に 、 前 記 各 実 施 例 の 変 形 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 前 記 各 実 施 例 は 、 内 容 器 と キ ャ ッ プ に ね じ を 設 け て 螺 着 し た が 、 キ ャ ッ プ が 内 容 器 に 取
着 で き れ ば よ い の で 、 係 止 突 条 と 係 合 突 条 、 或 い は 、 係 止 突 条 と 凹 溝 と の 係 合 で も よ く 、
ま た 、 キ ャ ッ プ と 内 容 器 の 形 状 は 、 上 記 各 実 施 例 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 各 実 施 例 と も 、 外 容 器 の 取 付 筒 に 設 け た 係 合 突 条 と 、 内 容 器 の 肩 カ バ ー の 係 合 筒
に 設 け た 係 合 凹 部 と が 係 合 す る こ と で 、 外 容 器 と 内 容 器 を 着 脱 可 能 と し て 結 合 し 、 内 容 器
を 詰 め 替 え が で き る 詰 め 替 え 用 容 器 と し た が 、 使 い 切 り 容 器 と し て 使 用 す る 場 合 は 、 外 容
器 の 取 付 筒 と 内 容 器 の 係 合 筒 と を 、 ま た は 、 外 容 器 の 底 部 上 面 と 内 容 器 の 底 部 と を 接 着 剤
や 、 超 音 波 溶 着 な ど で 接 着 す れ ば 、 外 容 器 と 内 容 器 と を 一 体 化 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 外 容 器 と 内 容 器 が 合 成 樹 脂 を 素 材 と し て 成 形 さ れ て い る の で 、 ゴ ミ と し て 分 別 し
て 廃 棄 し な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 各 実 施 例 と も 、 外 容 器 を 透 明 の 合 成 樹 脂 で 製 造 し 、 内 容 器 を 不 透 明 の 合 成 樹 脂 で 製 造 し
て 、 内 容 器 の 胴 部 外 周 に 加 飾 を 加 え る こ と で 、 外 容 器 と 内 容 器 と を 一 体 化 し た と き に 、 外
容 器 の 外 側 か ら 内 容 器 の 加 飾 を 見 る こ と が で き る 複 合 容 器 を 製 造 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 詰 め 替 え 容 器 と し て 、 内 容 器 の 胴 部 に 商 品 表 示 な ど の 表 示 部 を 設 け る こ と に よ り
、 外 部 か ら 内 容 器 内 の 内 容 物 を 視 認 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 外 容 器 と 内 容 器 の 間 に ノ ベ ル テ ィ ー や 、 プ レ ミ ア ム の シ ー ル な ど を 封 入 す る こ
と に よ り 、 さ ら な る 販 売 促 進 を 期 待 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 外 容 器 に 、 肩 カ バ ー を 一 体 成 形 し た 内 容 器 を 挿 入 し 、 外 容 器 の 取 付 筒 に 肩 カ バ ー の 係 合
筒 を 取 着 す る こ と に よ っ て 、 外 容 器 内 に 内 容 器 を 収 納 し 、 装 着 す る こ と が で き た 。
　 そ し て 、 肩 カ バ ー を な く し 、 二 つ の パ ー ツ か ら 構 成 す る よ う に し た か ら 、 生 産 コ ス ト を
抑 え る こ と が で き 、 ま た 、 い ろ い ろ の 形 状 の 容 器 に 対 応 で き 、 適 用 範 囲 が 広 が っ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 複 合 容 器 は 、 化 粧 品 、 薬 品 、 食 品 、 日 用 品 、 そ の 他 の 容 器 と し て 広 く 利 用 す る
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 複 合 容 器 の 断 面 立 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ 実 施 例 の 複 合 容 器 の 断 面 立 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ａ 、 Ａ ａ 　 外 容 器
　 Ｂ 、 Ｂ ａ 　 内 容 器
　 Ｃ 　 　 　 　 キ ャ ッ プ
　 Ｄ 　 　 　 　 し ご き 中 栓
　 １ 　 　 　 　 胴 周 壁
　 ２ 　 　 　 　 底 部
　 ３ 　 　 　 　 段 部
　 ４ 、 ４ ａ 　 取 付 筒
　 ５ 　 　 　 　 係 合 突 条
　 １ ０ 、 １ ０ ａ 　 口 筒 部
　 １ １ 、 １ １ ａ 　 肩 カ バ ー
　 １ ２ 、 １ ２ ａ 　 肩 部
　 １ ３ 、 １ ３ ａ 　 胴 部
　 １ ４ 、 １ ４ ａ 　 底 部
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　 １ ５ 、 １ ５ ａ 、 ２ １ 　 ね じ
　 １ ６ 、 １ ６ ａ 、 ３ ０ 　 フ ラ ン ジ
　 １ ７ 、 １ ７ ａ 　 係 合 筒
　 １ ８ 、 １ ８ ａ 　 係 合 凹 部
　 ２ ０ 　 　 　 頂 壁
　 ２ ２ 　 　 　 側 周 壁
　 ３ １ 　 　 　 筒 体
　 ３ ２ 　 　 　 ワ イ パ ー 部
　 ３ ３ 　 　 　 係 止 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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